１年川上
カニ邸

カニ「何で…なんでこうなったんだ…」

ハチ「まあまあ、とりあえず飲みなって。嫌なことは飲んで忘れるのが一番だよ」

クリ「いや、こんな痛ましいことを飲んで忘れてはならない。母カニさんにはほんとに世話になった」

臼「クリの言うとおりだ。どうだろうみんなでサルを痛めつけるというのは」

カニ「…」

クリ「ほう。具体的にはどうするのかね」

ハチ「俺はサルの尻をブスブス刺してやる。刺すぜ刺すぜ～」
クリ「ふむ。では私は囲炉裏の中に潜んでサルがやってきたところを体当たりしてやろう」

臼「なら俺は逃げていくところを上から潰してやろう」

カニ「でもそれじゃあ死んでしまわないか？」

ハチ「多少やりすぎたっていいじゃない。アイツはそれなりのことをしたんだから」
クリ「左用。なんとしてでも母カニさんの無念は晴らさなければ」

臼「二人の言う通りだ。それよりカニ、サルをこの家に誘き出せないか」

カニ「……それも…そうだね。…明日母さんが出棺になる。サルも来ると言ってた」

臼「それはちょうどいい、明日みんなで母カニさんの敵をとってやろう」

ハチ「決まりだね。刺すぜ刺すぜ～」

クリ「よろしい。明日こそ母カニさんの無念を果たすとき。ところで私は囲炉裏のどこに隠れればいいかね」

カニ「ああ…だったらここに」

臼「俺はどこで待ち構えたらいいんだ」

カニ「それならここの上に待ち構えて…」

以下カニの主導の下、実行計画を練る

カニ自身が死亡の可能性を提示しておきながら計画に賛同したことに未必の故意、もしくは明確な殺意を見出したい。殺人のためにサルを呼び出したわけではないので、実行行為はなし？しかし計画はカニ主導で立てているので共謀共同正犯のはず。(カニ邸で殺害させるのは、カニの指示がなければ実行は困難だったという布石)
